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予測できない変化を受け止め、正面から向き合い、主体的に関わろう

とする姿勢を育成するために、その根幹である「思索力」を養う。 

Society 5.0 時代を主体的に生き抜く“活力ある未来を創造する子” 

未知の課題を思索し、

協働して新たな価値観

や行動を生み出す力、

ＡＩには代替できない

創造性を発揮する素地

を身に付ける。  

思索とは、筋道を立て

論理的に考えを巡らせ

ること。物事の道理を

たどり、秩序立てて深

く考えを進めること。  

Ex.「思索にふける」  

〔 概  要 〕 考えることの大切さ！ 
(1) 一人一人がテーマに向き合い、思索し、自分の考えを自分の言葉で表現する。  

(2) 事前に、各学年の発達段階に応じたテーマ及び文章構成例を提示する。  

(3) 継続的に取り組んでいる「作文チャレンジノート」を活用する。  
 
〔 表 彰 〕 多様な考えに触れて、自分の考えを深める！  

〇  各学年に「校長賞」として表彰状を授与する。各学年数名程度。  

〇   独創性、論理的な一貫性、説得力などの観点から選定する。  
 
〔 実 施 予 定 〕 答えよりも「問い」が大切！「考える道筋」が大事！  

(1) 日  程  令和４年１月２７日（木）  ３学期の短作文３回目の日に実施する。  

(2) 時間等  通常の短作文の２倍程度の文字数、時間とする。  

(3) 各学年テーマ（問い）  
  

１年生「住んでみたいな  こんな星」   ２年生「１０年後のよりよい未来」  

３年生「社会に役立つロボットを作るとしたら」  ４年生「いい友達って？」  

５年生「人生を豊かにするのは…」    ６年生「人はなぜ学ぶのか」 

【思索生知】（しさくせいち）  

～ 思索、知を生ず ～ 

道理や筋道をたどって、物事を

よく考えることで、知恵が生ま

れてくるということ。  

昭島市立富士見丘小学校  

https://www.nhk.or.jp/school/sougou/q/onair/

